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識
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技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
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習
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取
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組
む
態
度

ガ
イ
ダ
ン
ス

学
ん
で
変
わ
る
よ

わ
た
し
た
ち

表
紙
～
7

・これまでの自分の成
長を自覚し、なりたい自
分をイメージしたりより
よい家庭生活について
考えたりして２学年間の
学習の見通しをもつこと
ができる。

1

・自分の成長や家族・家庭
生活について、２学年間の
学習に見通しをもち、課題
の解決に主体的に取り組も
うとしている。

○

発言
記録

特別活動（小１など）
生活科（小１・２）
社会（小３）
理科（小３・４）

毎
日
の
生
活
を
見
つ
め
て
み
よ
う

毎
日
の
生
活
を
見
つ
め
よ
う

生
活
を
支
え
る
家
庭
の
仕
事

8
・
9

・毎日の生活を見つめ
て、生活を支える家族
の仕事にはどのような
種類があるかがわか
り、どのように取り組ん
だらよいのかを考えるこ
とができる。 1

・家庭の仕事にどのように
取り組んだらよいか考えて
いる。

○

発言
記録

自分の成長には多く
の人々の支えがあっ
たこと・支えてくれた
人々に感謝の気持ち
をもつこと（小２生活）

生活時間をマネジメン
ト（６年）

な
ぜ
調
理
を
す
る
の
だ

ろ
う

10
～
13

・調理の手順や加熱用
調理器具の安全な取り
扱い方がわかり、湯を
わかしてお茶をいれる
ことができる。 1

・加熱用調理器具の安全な
扱い方がわかり、湯をわか
して、お茶をいれることがで
きる。

○

行動観察
記録

ゆ
で
て
食
べ
よ
う

14
～
17

・青菜のゆで方がわか
り、ゆでることができる。
・じゃがいものゆで方が
わかり、ゆでることがで
きる。

4

・調理に必要な用具や食器
の安全で衛生的な取扱い
及び、加熱調理器具の安
全な取扱い、材料に応じた
洗い方、調理に適した切り
方やゆで方、後片付けにつ
いて理解しているとともに、
適切にできる。
・おいしく食べるために、ゆ
でる調理の仕方について
問題を見いだし、課題を設
定している。
・ゆでる調理の仕方につい
て、課題の解決に向けて主
体的に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

発言
記録
行動観察

ゆ
で
て
お
い
し
い
料
理
を

作
ろ
う

18
・
19

・必要な材料や手順を
考え、調理計画を立て
ることができる。
・調理に必要な用具や
食品を安全で衛生的に
取り扱い、ゆで野菜サ
ラダを作ることができ
る。

3

・材料に適したゆで方につ
いて理解しているとともに、
適切にできる。
・おいしく食べるためにゆで
る調理の調理計画につい
て考え、工夫している。
・ゆでる調理の仕方につい
て工夫し、実践しようとして
いる。

○ ○ ○

発言
記録
行動観察

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

4

ク

ッ
キ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩

できることを増やして
クッキング（６年）
こんだてを工夫して（６
年）
日常食の調理をしよう
（中１）
肉の調理を工夫しよう
（中１）
魚の調理を工夫しよう
（中１）
野菜の調理を工夫し
よう（中１）

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　第５学年　『　家庭科　』　年間指導計画    　　　　　　　 わたしたちの家庭科（開隆堂）

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法
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な
ぜ
針
と
糸
で
ぬ
う
の
だ
ろ

う

20

・この題材でできるよう
になること、製作するも
のなどを具体的に知り、
見通しをもって取り組む
ことができる。

ど
の
よ
う
な
用
具
や
方
法
で
ぬ
う
の
だ
ろ
う

21
～
24

・玉結びと玉どめの役
割と作り方がわかり、適
切な位置に適切な大き
さの玉結びを作ることが
できる。
・なみ縫い・返し縫いの
仕方がわかり、適度な
大きさで縫うことができ
る。
・それぞれの縫い方の
特徴から、その用途を
考えることができる。
・ボタン付けの仕方が
わかり、じょうぶにボタ
ン付けをすることができ
る。
・かがり縫いの仕方が
わかり、適度な大きさで
縫うことができる。

手
ぬ
い
を
生
活
に
生
か
そ

う

25
～
27

・自分の生活を豊かに
するための小物を考
え、作り方の手順を考
え、見通しをもって製作
できる。
・自分の製作をふり返っ
て、できるようになった
ことやこれからもっと
やってみたいことなどを
考えることができる。

3

・製作に必要な材料や手順
がわかる。
・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作に、習
得した技能を適切に用いて
よりよい方法を考えながら
取り組んでいる。
・手縫いによる目的に応じ
た縫い方について工夫し、
実践しようとしている。

○ ○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

な
ぜ
整
理
・
整
と
ん
を

す
る
の
だ
ろ
う

28
・
29

・整理・整頓の仕方につ
いて問題を見いだして
課題を設定することが
できる。

1

・整理・整頓の仕方につい
て問題を見いだして課題を
設定している。

○

発言
記録

整
理
・
整
と
ん
を
し
よ
う

30
・
31

・住まいの整理・整頓の
仕方を理解するととも
に、それに係る技能を
身に付けることができ
る。
・住まいの整理・整頓の
仕方について、課題の
解決に向けて主体的に
取り組もうとすることが
できる。
・環境に配慮した物の
使い方について理解す
ることができる。

2

・住まいの整理・整頓の仕
方を理解するとともに、適
切にできる。
・住まいの整理・整頓の仕
方について、課題の解決に
向けて主体的に取り組もう
としている。
・環境に配慮した物の使い
方について理解している。

○ ○

発言
行動観察
記録

身
の
回
り
を
快
適
で
安

全
に
し
よ
う

32
・
33

・整理・整頓の仕方につ
いて工夫し、実践しよう
とすることができる。
課題の解決に向けた一
連の活動をふり返って
改善しようとする事がで
きる。

1

・整理・整頓の仕方につい
て工夫し、実践しようとして
いる。
・整理・整頓の仕方につい
て、課題の解決に向けた一
連の活動をふり返って改善
しようとしている。

○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

6

整
理
・
整
と
ん
で
快
適
に

資源の確保とごみの
処理（小４社会）

クリーン作戦で快適に
（小６）
持続可能な社会のた
めに（小６）
健康で快適な室内環
境を工夫しよう（中２）
よりよい住生活を目指
して（中２）

7

○ ○ ○

発言
行動観察
作品
記録

衣服の手入れで快適
に（６年）
ソーイングで生活を豊
かに（６年）
生活を豊かにするた
めの工夫をしよう（中
２）
衣服の手入れをしよう
（中２）

5

ソ
ー

イ
ン
グ
は
じ
め
の
一
歩

5

・手縫いによる目的に応じ
た縫い方及び用具の安全
な取扱いについて理解して
いるとともに、適切にでき
る。
・練習縫いをする中で、糸
の準備の仕方やそれぞれ
の縫い方の特徴をつかみ、
適切に縫うためにはどうし
たらよいか考えて取り組ん
でいる。
・手縫いによる目的に応じ
た縫い方について、自らの
課題の解決に向けて主体
的に取り組もうとしている。
・手縫いによる目的に応じ
た縫い方について、課題の
解決に向けた一連の活動
をふり返って改善しようとし
ている。

2 
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ペ
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自
分
に
で
き
る
仕
事
を
見

つ
け
よ
う

工
夫
し
て
仕
事
を
し
よ
う

34
・
35

・学んだことをふり返っ
て自分にできる仕事を
見つけ、実行の計画を
立てることができる。

1

・学んだことを生かして、自
分なりの仕事の工夫を考え
て計画を立てている。
・課題に向かって意欲的に
取り組んでいる。

○ ○

発言
記録
行動観察

続
け
よ

う

、
家

庭
の
仕

事

36

・自分の仕事として、工
夫しながら続けることが
できる。

1

・仕事を工夫して実践した
り、実践をふり返り改善しよ
うとしたりしている。

○

発言
記録
行動観察

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

ミ
シ
ン
ぬ
い
の
よ
さ
は
何
だ

ろ
う

38

・身の回りの生活にはミ
シンで作られているもの
が多いことに気づき、ミ
シンに関心をもち、ミシ
ン縫いの特徴がわか
る。

・生活を豊かにするため
に、布を用いた物の製作
（ミシン縫い）について問題
を見いだして課題を設定し
ている。

○

発言
記録

ミ
シ
ン
の
使
い
方
を
知
ろ
う

39
～
41

・ミシンの安全な使い方
を知り、ミシンの準備や
から縫いができる。

・ミシン縫いによる目的に
応じた縫い方及び用具の
安全な取扱いについて理
解しているとともに、適切に
できる。

・ミシン縫いによる目的に
応じた縫い方について、課
題解決に向けた一連の活
動をふり返って改善しようと
している。
・ミシン縫いによる目的に
応じた縫い方について、課
題解決に向けた一連の活
動をふり返って改善しようと
している。

○ ○

発言
行動観察
作品
記録

ミ
シ
ン
を
使

っ
て
製
作
し
よ
う

42
～
47

・ミシンを使って布を用
いて製作するものを考
え、製作計画を立てて
製作し、活用することが
できる。

6

・製作に必要な材料や手順
がわかり、製作計画につい
て理解している。
・ミシン縫いによる目的に
応じた縫い方及び用具の
安全な取扱いについて理
解しているとともに、適切に
できる。
・生活を豊かにするため
に、布を用いた物の製作に
ついて、製作計画を考え工
夫している。
・生活を豊かにするため
に、布を用いた物の製作に
ついて、実践を評価したり、
改善したりしている。
・ミシン縫いによる目的に
応じた縫い方について工夫
し、実践しようとしている。

○ ○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

な
ぜ
毎
日
食
事
を
す
る
の

だ
ろ
う

48

・なぜ、食事が必要なの
かに気付く事ができる。

・食事の役割がわかり、日
常の食事の大切さについ
て理解している。

○

発言
記録

9

ミ
シ
ン
で
楽
し
く
ソ
ー

イ
ン
グ

5

ソーイングで生活を豊
かに（６年）
生活を豊かにするた
めの工夫をしよう（中
２）

10

食
べ
て
元
気
に

10

食料生産（小５社会）
生活の道具（小３社
会）人の体のつくりと
働き（小６理科）
植物の発芽、成長、結
実（小５理科）
健康な体（小）３体育

できることを増やして
クッキング（小６）
こんだてを工夫して（６
年）
日常食の調理をしよう
（中１）
地域の食材を生かし
た調理をしょう（中１）

7

で
き
る
よ
家
庭
の
仕
事

家族や身近な人々の
役割に気付くこと（小２
生活）
火の使い方（小４理
科）

生活時間をマネジメン
ト（６年）
できることを増やして
クッキング（６年）
こんだてを工夫して（６
年）
日常食の調理をしよう
（中１）

3 
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ご
飯
と
み
そ
汁
を
作

っ
て
食
べ
よ
う

49
～
55

・炊飯の仕方を理解す
るとともに、技能を身に
付けることができる。
・和食の基本となるだし
や、みそ汁の調理の仕
方を理解するとともにみ
そ汁作りの技能を身に
付けることができる。
・ご飯とみそ汁の二品を
同時に仕上げることが
できるように、ご飯とみ
そ汁作りの計画を立て
ることができる。
・食品の栄養的な特徴
について課題の解決に
向けて主体的に取り組
み、五大栄養素の種類
と体内での働きがわか
る。
・食品に含まれている
栄養素の主な働きによ
り、食品を3つのグルー
プに分けることができ
る。

・日本の伝統的な配膳の仕
方について理解していると
ともに、適切にできる。
・米飯の調理に必要な米や
水の分量や計量、調理の
仕方について理解している
とともに、適切にできる。
・みそ汁の調理に必要な材
料の分量や計量、調理の
仕方について理解している
とともに、適切にできる。
・体に必要な栄養素の種類
と主な働きについて理解し
ている。
・食品の栄養的な特徴につ
いて理解している。
・おいしく食べるために米飯
及びみそ汁の調理計画に
ついて考え、工夫してい
る。
・おいしく食べるために米飯
及びみそ汁の調理計画や
調理の仕方について、実践
を評価したり、改善したりし
ている。
・伝統的な日常食である米
飯及びみそ汁の調理の仕
方や栄養を考えた食事に
ついて、課題の解決に向け
て主体的に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

発言
行動観察
記録

日
常
の
食
事
に
生
か
そ
う

56

・栄養を考えた食事や
ご飯とみそ汁の調理の
仕方についてふり返り、
生活を工夫し、実践しよ
うとすることができる。

1

・おいしく食べるために米飯
及びみそ汁の調理計画や
調理の仕方についての課
題解決に向けた一連の活
動について考えたことをわ
かりやすく表現している。
・伝統的な日常食である米
飯及びみそ汁の調理の仕
方や栄養を考えた食事に
ついて工夫し、実践しようと
している。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

物
や
お
金
の
使
い
方
を
考
え

よ
う

58
・
59

・消費者の役割がわか
り、物や金銭の大切さ
を理解することができ
る。

1

・消費者の役割がわかり、
物や金銭の大切さを理解し
ている。

○

発言
記録

買
い
物
の
仕
方
を
考
え
よ
う

60
～
64

・身近な物の選び方、
買い方について理解す
ることができる。
・購入するために必要
な情報の収集・整理を
理解するとともに、それ
に係る技能を身に付け
ることができる。
・身近な物の選び方、
買い方について、課題
の解決に向けて主体的
に取り組もうとすること
ができる。

2

・身近な物の選び方、買い
方について理解している。
・購入するために必要な情
報の収集・整理を理解する
とともに、適切にできる。
・身近な物の選び方、買い
方について、課題の解決に
向けて主体的に取り組もう
としている。

○ ○

発言
行動観察
記録

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
そ
う

65

・身近な物の選び方、
買い方について考え、
工夫することができる。
・身近な物の選び方、
買い方について、実践
を評価したり、改善した
りすることができる。
・身近な物の選び方、
買い方について、課題
解決に向けた一連の活
動をふり返って改善しよ
うとすることができる。

3

・身近な物の選び方、買い
方について考え、工夫して
いる。
・身近な物の選び方、買い
方について、実践を評価し
たり、改善したりしている。
・身近な物の選び方、買い
方について、課題解決に向
けた一連の活動をふり返っ
て改善しようとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

11
・
12

1

生
活
を
支
え
る
物
や
お
金

持続可能な社会のた
めに（小６）
消費者としての自覚を
持とう（中２）
販売方法と支払方法
について知ろう（中２）
商品の選択と購入に
ついて考えよう（中２）
よりよい消費生活を目
指して（中２）

2

食
べ
て
元
気
に

10

食料生産（小５社会）
生活の道具（小３社
会）人の体のつくりと
働き（小６理科）
植物の発芽、成長、結
実（小５理科）
健康な体（小）３体育

できることを増やして
クッキング（小６）
こんだてを工夫して（６
年）
日常食の調理をしよう
（中１）
地域の食材を生かし
た調理をしょう（中１）

4 



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

生
活
を
支
え
る
物
や
お
金

持続可能な社会のた
めに（小６）
消費者としての自覚を
持とう（中２）
販売方法と支払方法
について知ろう（中２）
商品の選択と購入に
ついて考えよう（中２）
よりよい消費生活を目
指して（中２）

2

5 



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

な
ぜ
衣
服
を
着
る
の
だ

ろ
う

66

・生活をよりよくしよう
と、衣服の主な働きや
季節や状況に応じた日
常着の快適な着方につ
いて、課題の解決に向
けて主体的に取り組も
うとすることができる。

・生活をよりよくしようと、衣
服の主な働きや季節や状
況に応じた日常着の快適
な着方について、課題の解
決に向けて主体的に取り
組もうとしている。

○

発言
記録

衣
服
の
働
き
を

知
ろ
う

67
・
68

・衣服の主な働きがわ
かり、季節や状況に応
じた日常着の快適な着
方について理解するこ
とができる。

・衣服の主な働きがわか
り、季節や状況に応じた日
常着の快適な着方につい
て理解している。

○

発言
記録

快
適
で
安
全
な
着
方
を
工
夫
し
よ
う

69

・日常着の快適な着方
について問題を見いだ
して課題を設定し、様々
な方法を考え、実践を
評価・改善し、考えたこ
とを表現するなどして課
題を解決する力を身に
付けることができる。
・生活をよりよくしよう
と、衣服の主な働きや
季節や状況に応じた日
常着の快適な着方につ
いて、課題の解決に向
けて主体的に取り組ん
だり、ふり返って改善し
たりして、生活を工夫
し、実践しようとすること
ができる。

1

・日常着の快適な着方につ
いて問題を見いだして課題
を設定し、様々な方法を考
え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなどし
て課題を解決する力を身に
付けている。
・生活をよりよくしようと、衣
服の主な働きや季節や状
況に応じた日常着の快適
な着方について、課題の解
決に向けて主体的に取り
組んだり、ふり返って改善
したりして、生活を工夫し、
実践しようとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

住
ま
い
は
な
ぜ
必
要

な
の
だ
ろ
う 70

・寒い日を快適に過ご
すために、工夫している
ことに気付くことができ
る。

・住まいの主な働きがわか
り、季節の変化に合わせた
生活の大切さについて理
解している。
・快適な住まい方につい
て、課題解決に向けて主体
的に取り組もうとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

暖
か
く
快
適
な
住

ま
い
方
を
考
え
よ

う

71
・
72

・寒い季節の住まい方
について課題を見いだ
し、快適に過ごすため
の工夫を考えることが
できる。

・季節の変化に合わせた住
まい方について理解してい
る。
・季節の変化に合わせた住
まい方について問題を見い
だして課題を設定してい
る。

○ ○

発言
記録

暖
か
く
快
適
な
住
ま
い

方
を
工
夫
し
よ
う

73

・自分の生活に合わせ
て工夫し、快適な住ま
い方を実践することが
できる。

1

・季節の変化に合わせた住
まい方について考え、考え
たことを表現するなどして
課題を解決する力を身に
付けている。
・快適な住まい方につい
て、 課題解決に向けた一
連の活動をふり返って改善
しようとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

3

暖
か
い
住
ま
い
方
で
快
適
に

2

健康な生活（小3体育
科）
光と音の性質・太陽と
地面の様子（小3理
科）
金属・水・空気と温度・
天気の様子（小4理
科）
我が国の国土の地形
や気候（小5社会）
燃焼の仕組み・人の
体とのつくりと動き（小
6理科）

すずしい住まい方で
快適に（小６）
健康で快適な室内環
境を工夫しよう（中２）
よりよい住生活を目指
して（中２）

2

着
方
の
工
夫
で
快
適
に

2

健康な生活（小3体育
科）
金属・水・空気と温度・
天気の様子（小4理
科）

衣服の手入れで快適
に（小６）
衣服の働きを考えよう
（中２）

6 



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

ほ

っ
と
す
る
の
は

、
ど
の
よ
う

な
と
き
だ
ろ
う

74

・家族との触れ合いや団ら
んの大切さについて理解し
ている。
・家族とのよりよい関わりに
ついて、問題を見いだして
課題を設定している。

○ ○

発言
記録

ほ

っ
と
タ

イ
ム
の
計

画
を
立
て

よ
う

75

・家族とのよりよい関わりに
ついて、実践に向けた計画
を考え、工夫している。 ○

発言
行動観察
記録

続
け
よ
う
！
い

っ
し
ょ

に
ほ

っ
と
タ
イ
ム

76
・
77

・家族や周囲の人々な
ど、自分の身近な人と
の触れ合いや団らんを
ふり返って考えたことを
話し合い、これからの自
分の生活の中で生かす
ことを考え、工夫するこ
とができる。

1

・家族とのよりよい関わりに
ついての課題解決に向け
た一連の活動について考
えたことをわかりやすく表
現している。
・家族とのよりよい関わりに
ついて、課題の解決に向け
た一連の活動をふり返って
改善しようとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

○ ○
テスト

3

い

っ
し
ょ
に

「
ほ

っ
と
タ
イ
ム

」

・家族や周囲の人々と
の触れ合いや団らんに
関心をもち、その大切さ
がわかる。
・家族や周囲の人々と
の触れ合いや団らんを
楽しくすることや、自分
の思いの伝え方につい
て計画を考えたり、工夫
したりすることができ
る。

1

共に生きる地域での
生活（小６）
家庭や家族の機能に
ついて考えよう（中１）

7 



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

時
間
を
ど
の
よ
う
に

使

っ
て
い
る
だ
ろ
う

84

課
題
を
見
つ
け
て
時

間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
み
よ
う

85
・
86

続
け
よ
う
！
生
活
時
間
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 87

・時間の使い方を工夫
して生活することができ
る。

1

・生活時間を工夫し有効に
使うことで、自分や家族の
生活が円滑に営まれること
を理解している。
・生活時間の課題解決に
向けて意欲的に取り組ん
だり、時間の使い方を工夫
して生活しようとしたりして
いる。

〇 〇

行動観察
記録

「
ゆ
で
る
調
理

」
と

「
い
た
め

る
調
理

」
は
何
が
ち
が
う
の
だ

ろ
う

88

・「いためる調理」の特
徴を知り、おいしくいた
めるための課題を設定
することができる。

1

・おいしく食べるために、い
ためる調理の仕方につい
て問題を見いだして、課題
を設定している。

〇

発言
記録

い
た
め
る
調
理
で
お
か
ず
を
作
ろ
う

89
～
91

・野菜をおいしくいため
るための調理計画を考
え、工夫することができ
る。
・材料に適したいため方
について課題の解決に
向けて主体的に取り組
もうとすることができる。
・いためる調理の仕方
について、実践を評価
したり改善したりするこ
とができる。
・いためる調理に必要
な用具の安全な取扱
い、味の付け方、盛り付
け、後片付けについて
理解しているとともに適
切にできる。

6

・調理に必要な用具の安
全な取扱いや、調理に適し
た切り方、味の付け方、盛
り付け、後片付けについて
理解しているとともに適切
にできる。
・材料に適した切り方やい
ため方について理解してい
るとともに適切にできる。
・おいしく食べるためにい
ためる調理の調理計画に
ついて考え、工夫してい
る。
・おいしく食べるために、い
ためる調理の調理計画や
調理の仕方について実践
を評価したり改善したりし
ている。
・材料に適したいため方に
ついて課題の解決に向け
て主体的に取り組もうとし
ている。
・材料に適したいため方に
ついて、課題の解決に向
けた一連の活動をふり返っ
て改善しようとしている。

○ ○ ○

発言
行動観察
記録

5

発言
記録

毎日の生活を見つめ
てみよう（小５）
できるよ家庭の仕事
（小５）

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
ク

ッ
キ
ン
グ

クッキングはじめの一
歩（小５）
できるよ家庭の仕事
（小５）
食べて元気に（小５）

食事の役割について
考えよう（中１）
栄養素の種類と働き
を知ろう（中１）
バランスの良い食事
について考えよう（中
１）
日常食の調理をしよう
（中１）

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

4

生
活
時
間
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・自分がどのように時間
を使っているかをふり返
り、課題を見つけて、有
効な時間の使い方を考
えることができる。

2

・自分の時間の使い方の
課題を見つけて、解決方
法を工夫し、有効な時間の
使い方を考えている。

○

第６学年　『　家庭科　』　年間指導計画　　　　　　　　　　わたしたちの家庭科（開隆堂）

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

1 



知
識
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技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

朝
食
を
食
べ
よ
う

92
・
93

・食事の役割がわかり、
朝食を食べることの大
切さについて理解する
ことができる。
・材料に適したいため方
や朝食に合うおかず作
りについて工夫し、実践
しようとすることができ
る。

2

・食事の役割がわかり、日
常の食事の大切さについ
て理解している。
・材料に適したいため方や
朝食にあうおかず作りにつ
いて工夫し、実践しようとし
ている。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

な
ぜ
そ
う
じ
を
す
る

の
だ
ろ
う

94

・住まいの清掃の必要
性に気づき、清掃の仕
方について問題を見い
だして課題を設定する
ことができる。 1

・清掃の仕方について問題
を見いだして課題を設定し
ている。

〇

発言
記録

よ
ご
れ
に
合

っ
た
そ
う
じ
を

し
よ
う

95
・
96

・汚れやごみの種類、そ
の場所に合った清掃の
仕方・用具を考えて計
画を立て、工夫をして掃
除をすることができる。
・汚れの特徴に合った
洗剤を選び、環境に配
慮しながら、安全に使
用することができる。

2

・住まいの清掃の仕方を理
解しているとともに、適切
にできる。
・清掃の仕方について、
様々な解決方法を考え、
実践に向けた計画を立て、
工夫している。
・清掃の仕方について、課
題解決に向けた一連の活
動をふり返って改善しよう
としている。

○ ○ ○

発言
行動観察
記録

身
の
回
り
を
快
適
に
し
よ

う

97

・学校内の清掃の仕方
についての課題解決に
向けた一連の活動をふ
り返って評価・改善する
ことができる。
・学校での実践をもと
に、家庭での実践を考
え、家庭生活を快適に
しようとすることができ
る。

1

・清掃の仕方について、実
践を評価・改善している。
・家族の一員として、生活
をよりよくしようと清掃の仕
方について工夫し、実践し
ようとしている。 〇 〇

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

な
ぜ
手
入
れ

を
す
る
の
だ

ろ
う

98

・生活をよりよくしよう
と、日常着の手入れに
ついて、課題の解決に
向けて主体的に取り組
もうとすることができる。

・生活をよりよくしようと、日
常着の手入れについて、
課題の解決に向けて主体
的に取り組もうとしている。

○

発言
行動観察

衣
服
の
手
入
れ

を
し
よ
う

99
～
101

・日常着の手入れが必
要であることを理解する
ことができる。
・洗濯の仕方を理解す
ることができる。
・洗濯が適切にできる。

・日常着の手入れが必要
であること、洗濯の仕方を
理解しているとともに、洗
濯が適切にできる。 ○

手
入
れ
の
工
夫
を
調
べ
よ
う

102

・日常着の手入れの仕
方について問題を見い
だして課題を設定し、
様々な解決方法を考
え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現す
るなどして課題を解決
する力を身に付けること
ができる。
・生活をよりよくしよう
と、日常着の手入れに
ついて、課題の解決に
向けて主体的に取り組
んだり、ふり返って改善
したりして、生活を工夫
し、実践しようとすること
ができる。

1

・日常着の手入れの仕方
について問題を見いだして
課題を設定し、様々な解決
方法を考え、実践を評価・
改善し、考えたことを表現
するなどして課題を解決す
る力を身に付けている。
・生活をよりよくしようと、日
常着の手入れについて、
課題の解決に向けて主体
的に取り組んだり、ふり
返って改善したりして、生
活を工夫し、実践しようとし
ている。

〇 〇

発言
行動観察
記録

5

ク
リ
ー

ン
作
戦
で
快
適
に

整理・整とんで快適に
(小５）

健康で快適な室内環
境を工夫しよう（中２）
よりよい住生活を目指
して（中２）

6

 
 
 

衣
服
の
手
入
れ
で
快
適
に

3

ソーイングはじめの一
歩（小５）
着方の工夫で快適に
（小５）

衣服の手入れをしよう
（中２）

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
ク

ッ
キ
ン
グ

クッキングはじめの一
歩（小５）
できるよ家庭の仕事
（小５）
食べて元気に（小５）

食事の役割について
考えよう（中１）
栄養素の種類と働き
を知ろう（中１）
バランスの良い食事
について考えよう（中
１）
日常食の調理をしよう
（中１）

2 
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識
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能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
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取
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組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

6

 
 
 

衣
服
の
手
入
れ
で
快
適
に

ソーイングはじめの一
歩（小５）
着方の工夫で快適に
（小５）

衣服の手入れをしよう
（中２）

3 
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既習事項で押さえる
べき内容

他の教科との関連

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

健
康
で
快
適
な

住
ま
い
と
は

104

・暑い季節を快適に過
ごすために、工夫してい
ることに気付くことがで
きる。 1

・健康で快適な住まい方の
大切さを理解している。
・快適な住まい方につい
て、課題解決に向けて主
体的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇

発言
行動観察
記録

す
ず
し
く
快

適
な
住
ま
い

方
を
考
え
よ

う

105
～
107

・暑い季節の住まい方
について課題を見いだ
し、快適に過ごすため
の工夫を考えることが
できる。

2

・すずしく快適な住まい方
について、理解している。
・暑い季節の住まい方につ
いて問題を見いだして、課
題を設定している。

○ ○

発言
記録

生
活
快
適
プ
ラ
ン
を

考
え

、
生
活
に
生
か

そ
う

108

・自分の生活に合わせ
て生活快適プランを考
え、快適な住まい方を
実践しようとすることが
できる。 1

・快適な住まい方について
考え、考えたことを表現す
るなどして課題を解決する
力を身に付けている。
・快適な住まい方につい
て、 課題解決に向けた一
連の活動をふり返って改
善しようとしている。

〇 〇

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

ど
の
よ
う
な

ふ
く
ろ
が
使

い
や
す
い
だ

ろ
う

110

・身近な布のふくろにつ
いて関心をもち、使う目
的に応じた工夫を見つ
けることができる。

・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作計画
及び製作の工夫について
問題を見いだして課題を設
定している。

○

発言
記録

目
的
に
合

っ
た
ふ
く
ろ
を
作
ろ
う

111
～
115

・布を用いたふくろの製
作について問題を見い
だして課題を設定する
ことができる。
・自分の作りたいふくろ
の材料や手順がわか
り、製作計画を立てるこ
とができる。
・用具の安全な取り扱
いを理解し、布を裁断
し、正しくしるしをつける
ことができる。
・製作計画をもとに、縫
い方や手順を考え、工
夫して製作することがで
きる。

・製作に必要な材料や手
順がわかり、製作計画に
ついて理解している。
・手縫いやミシン縫いによ
る目的に応じた縫い方及
び用具の安全な取扱いに
ついて理解しているととも
に適切にできる。
・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作計画
及び製作について考え、工
夫している。
・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作につ
いて、課題の解決に向け
て主体的に取り組もうとし
ている。
・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作につ
いて、課題解決に向けた
一連の活動をふり返って
改善しようとしている。

〇 〇 〇

発言
行動観察
作品
記録

作

っ
た
ふ
く
ろ
で
生
活
を
豊
か

に

116
・

117

・製作計画や製作の仕
方について評価したり、
改善したりして、生活を
よりよくする工夫を考え
ることができる。

1

・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作計画
及び製作の工夫につい
て、実践を評価したり改善
したりしている。
・生活を豊かにするための
布を用いた物の製作計画
及び製作の工夫について
の課題解決に向けた一連
の活動について、考えたこ
とをわかりやすく表現して
いる。

○

発言
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

7

す
ず
し
い
住
ま
い
方
で
快
適
に

暖かい住まい方で快
適に（小５）

太陽と地面の様子（小
３理科）
金属・水・空気と温度
（小４理科）
我が国の国土の地形
や気候（小５社会）
病気の予防（小６体
育）

住まいの役割と住ま
い方を考えよう（中２）
衣服の働きを考えよう
（中２）
衣服の手入れをしよう
（中２）

9

ソ
ー

イ
ン
グ
で
生
活
を
豊
か
に

10

ソーイングはじめの一
歩（小５）
ミシンで楽しくソーイン
グ（小５）

生活を豊かにするた
めの工夫をしよう（中
２）
生活の課題と実践（中
２）

10

4 
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主
体
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主な評価の観点

評価の方
法

料
理
や
食
品
を
ど
の
よ
う
に

組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
と
よ

い
だ
ろ
う

118

・1食分の献立の栄養バ
ランスについて問題を
見いだして課題を設定
することができる。

1

・１食分の献立の栄養バラ
ンスについて、問題を見い
だして課題を設定してい
る。

〇

発言
記録

11

１
食
分
の
こ
ん
だ
て
を
立
て

よ
う

119
～
121

・献立を構成する要素
がわかり、１食分の献
立作成の方法について
理解することができる。
・１食分の献立の栄養
バランスについて考え、
工夫することができる。
・栄養を考えた食事に
ついて、課題の解決に
向けて主体的に取り組
もうとすることができる。

2

・献立を構成する要素がわ
かり、１食分の献立作成の
方法について理解してい
る。
・1食分の献立の栄養バラ
ンスについて考え、工夫し
ている。
・栄養を考えた食事につい
て、課題の解決に向けて
主体的に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇

発言
行動観察
記録

工
夫
し
て
毎
日
の
食
生
活
に
生
か
そ
う

122
～
124

・１食分の献立作成や
おいしく食べるための調
理の仕方について、課
題解決に向けた一連の
活動をふり返って改善
しようとすることができ
る。
・１食分の献立作成や
おいしく食べるための調
理の仕方について課題
解決に向けた一連の活
動について、考えたこと
をわかりやすく表現する
ことができる。
・家族の一員として、生
活をよりよくしようと、栄
養を考えた食事やおい
しく食べるための調理
の仕方について工夫
し、実践しようすること
ができる。

7

・材料に適したゆで方やい
ため方を理解し適切に調
理できる。
・１食分の献立作成やおい
しく食べる調理の仕方につ
いて問題を見いだして課題
を設定し様々な解決方法
を考え、実践を評価・改善
し、考えたことをわかりや
すく表現している。
・家族の一員として、生活
をよりよくしようと、栄養を
考えた食事やおいしく食べ
るための調理の仕方につ
いて、課題の解決に向け
て主体的に取り組んだり、
ふり返って改善しようとした
り、生活を工夫し、実践し
ようとしている。

〇 〇 〇

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元末テスト
・既習事項を理解してい
る。

〇 ○
テスト

地
域
の
人
た
ち
と
の
か
か

わ
り
を
見
つ
め
よ
う

126
・

127

・家庭生活は地域の
人々との関わりで成り
立っていることがわか
り、地域の人々との協
力が大切であることが
理解できる。 1

・家庭生活は人々との関わ
りで成り立っていることが
わかり、地域の人々との協
力が大切であることを理解
している。

〇

発言
記録

地
域
の
人
た
ち
と
か
か
わ
り
行

動
し
て
み
よ
う 128

・
129

・地域の人々とのよりよ
い関わりについて、問
題を見いだして課題を
設定したり、課題の解
決に向けて「地域かか
わりプロジェクト」の計
画を立て、実践したりす
ることができる。

2

・地域の人々とのよりよい
関わりについて、問題を見
いだして課題を設定してい
る。
・地域の人々とのよりよい
関わりについて、実践に向
けた計画を考え、工夫して
いる。
・地域の人々とのよりよい
関わりについて、課題の解
決に受けて主体的に取り
組もうとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

こ
ん
だ
て
を
工
夫
し
て

クッキングはじめの一
歩（小５）
できるよ家庭の仕事
（小５）
食べて元気に（小５）

体の発育・発達（小４
体育科）
病気の予防（小６体育
科）

バランスの良い食事
について考えよう（中
１）
何をどのくらい食べれ
ばよいか考えよう（中
１）
生鮮食品と加工食品
の特徴を知ろう（中１）
食品の選択と購入に
ついて考えよう（中１）
日常食の調理をしよう
（中１）
生活の課題と実践（中
１）

12

1

　
　
　
　
　
　
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活

いっしょに「ほっとタイ
ム」（小５）

家族等日頃世話に
なっている人々への
感謝（小１～５道徳）
自然災害の防止（小5
社会）

家庭生活と地域との
関わりを考えよう（中
１）
家庭や家族の機能に
ついて考えよう（中１）
中学生としての自立を
考えよう（中１）

10

5 
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技
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考
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主
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単
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単
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ペ
ー
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時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方
法

地
域
の
人
た
ち
と
共
に
生
き
よ

う

130
・

131

・「地域かかわりプロ
ジェクト」の実践をふり
返って実践計画を評
価・改善し、地域の人々
と、よりよく関わっていく
ために考えたことを表
現し、家族や地域の
人々との関わりについ
て生活を工夫しようとす
ることができる。

2

・地域の人々とのよりよい
関わりについて、実践を評
価したり、改善したりしてい
る。
・地域の人々とのよりよい
関わりについての課題解
決に向けた一連の活動に
ついて考えたことをわかり
やすく表現している。
・地域の人々とのよりよい
関わりについて工夫し、実
践しようとしている。

○ ○

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

生
活
と
環
境
の
関
係
を
考

え
よ
う

132

・自分の生活と身近な
環境が相互に関係して
いることに気付くことが
できる。

1

・自分の生活と身近な環境
が関係していることに気付
いている。
・環境に配慮した生活につ
いて考えている。

〇 〇

発言
記録

生
活
と
資
源
の

関
係
を
考
え
よ

う

133

・人や環境に配慮した、
資源としてのものの扱
い方を理解し、日頃の
生活においても自分が
できそうな工夫を考える
ことができる。

1

・地球の資源やエネルギー
を効率よく循環させること
の重要性を理解している。
・身近な生活でできる、人
や環境に配慮した工夫に
ついて考えている。

〇 〇

発言
記録

生
活
の
中
で
取
り
組
も

う

134
・

135

・持続可能な社会構築
の視点から、今後自分
も家庭生活の中で取り
組む内容や生活の工夫
について考えることがで
きる。

1

・生活を見直し、資源やエ
ネルギーの使い方につい
て問題を見いだし、課題解
決の方法を考えている。
・持続可能な社会の構築
の視点から、自らの家庭生
活をふり返り、よりよい生
活の仕方を工夫しようとし
ている。

〇 〇

発言
行動観察
記録

振
り

返
り

・単元テスト ・既習事項を理解してい
る。

〇 〇
テスト

２
年
間
の
学
習
を
中
学

校
に
つ
な
げ
よ
う

136
・

137

・２年間の学習をふり返
り、できるようになったこ
とを確認することができ
る。
・中学校での学習に興
味をもち、意欲を高める
ことができる。

1

・２年間の家庭科学習で学
んだことの活用の仕方を
理解している。

〇

発言
記録

課
題
・
計
画

・家庭の仕事または家
族や地域の人々との関
わりについて日常生活
の中から問題を見いだ
して課題を設定し、さま
ざまな解決方法を考
え、計画を立てて実践
し、評価・改善するなど
して課題を解決する力
を身に付けることができ
る。

1

※課題の設定・計画・評価を２時間で想定し、
実践は長期休業中などの時間外にしていま
す。指導学年・時期は限定されません。

3

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に

整理・整とんで快適に
（小５）

資源の確保とごみの
処理（小４社会）
環境保全（小５社会）
工業生産・運輸（小５
社会）

健康で快適な室内環
境を工夫しよう（中２）
よりよい住生活を目指
して（中２）

生
活
の
課
題
と
実
践

・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりの
中から問題を見いだして課
題を設定している。
・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりに
関する課題の解決に向け
て、よりよい生活にするた
めの解決方法を考え、計
画を工夫している。
・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりに
関する課題の解決に向け
て実践した結果を評価した
り改善したりしている。
・家族や地域の一員として
よりよい生活にするため
に、家庭の仕事又は、地域
の人々との関わりを工夫
し、実践しようとしている。

〇 〇

発言
行動観察
記録

　
　
　
　
　
　
共
に
生
き
る
地
域
で
の
生
活

いっしょに「ほっとタイ
ム」（小５）

家族等日頃世話に
なっている人々への
感謝（小１～５道徳）
自然災害の防止（小5
社会）

家庭生活と地域との
関わりを考えよう（中
１）
家庭や家族の機能に
ついて考えよう（中１）
中学生としての自立を
考えよう（中１）

2

6 
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法

発
表

・家族の一員として、生
活をよりよくしようと、家
庭の仕事または家族や
地域の人々との関わり
について、課題の解決
に向けて主体的に取り
組んだり、ふり返って改
善したりして、生活を工
夫し、家庭や地域など
で実践しようとすること
ができる。

1

※課題の設定・計画・評価を２時間で想定し、
実践は長期休業中などの時間外にしていま
す。指導学年・時期は限定されません。

生
活
の
課
題
と
実
践

・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりの
中から問題を見いだして課
題を設定している。
・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりに
関する課題の解決に向け
て、よりよい生活にするた
めの解決方法を考え、計
画を工夫している。
・家庭の仕事又は、家族や
地域の人々との関わりに
関する課題の解決に向け
て実践した結果を評価した
り改善したりしている。
・家族や地域の一員として
よりよい生活にするため
に、家庭の仕事又は、地域
の人々との関わりを工夫
し、実践しようとしている。

〇 〇

発言
行動観察
記録

7 


